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 令和２年度第三期特別支援教育専門研修（知的障害教育コース）の開催中止 

に伴う代替措置としての非集合型オンライン講義の配信について（通知）   

 

 

 当研究所の各種事業の実施に当たりましては、日頃より御協力を賜り誠にありがとうございます。 

令和２年度に実施の当研究所各研修事業は、関係機関の状況等を踏まえ、新型コロナウイルスの

感染拡大防止の観点から、熟慮の結果、集合型からオンデマンド・オンラインでの開催に、急遽、

変更することとしております。 

大変遅くなりましたが、第三期特別支援教育専門研修（知的障害教育コース）は開催中止とし、

代替措置として、非集合型オンライン講義としてホームページに、別紙「知的障害教育専門性向上

講座（仮称）」を開設するなど、対応することとしました。 

つきましては、このことについて、本研修に受講を予定していた教職員の関係教育委員会並びに

受講予定の教職員の所属する学校及び当該教職員にご連絡願います。 

 具体的な視聴方法等については、翌年２月上旬開始に向けて、準備が整い次第、所属校等に後日

お知らせします。 

 なお、本代替措置は、インターネット接続環境があれば、いつでも視聴が可能ですので、受講者

ができるだけ研修に専念できるよう、教育委員会及び所属校等には、適切な受講環境及び研修時間

の確保等について、特段の配慮をお願い申し上げます。 
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【別紙】 

非集合型オンライン講義「知的障害教育専門性向上講座（仮称）」の内容（案） 

 

※いずれも現段階の案であり、変更となる可能性があります。 

 配信講義タイトル例 講師 

１ 特別支援教育行政の現状と課題 文部科学省（予定） 

２ 喫緊の課題：外国人児童生徒等への教育の動向 外部講師（予定） 

３ 知的障害教育の現状と課題 文部科学省（予定） 

４ 知的障害教育概論 研究所研究職員 

５ 知的障害特別支援学級の現状と課題 研究所研究職員 

６ 気になる行動の理解の仕方－行動の機能からのみなおし－ 研究所研究職員 

７ キャリア発達を支援する教育の意義と実践 研究所研究職員 

８ 知的障害や自閉症のある子供の教材教具の工夫と ICT活用 研究所研究職員 

９ 知的障害教育における学習評価 研究所研究職員 

10 知的障害教育における自立活動の理論と指導の実際 研究所研究職員 

11 
知的障害教育における主体的・対話的で深い学びの実現とカリキュラム

・マネジメントの実際 
研究所研究職員 

12 視覚認知の評価とその指導 研究所研究職員 

13 障害のある子供の保護者支援の在り方 研究所研究職員 

14 
知的障害教育における個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成と

活用 
研究所研究職員 

15 
特別支援学校の地域におけるセンター的機能と特別支援教育コーディ

ネーターの役割 
研究所研究職員 

＊各講義は、60分程度を予定 

 

主旨：派遣予定教職員を対象に、国立特別支援教育総合研究所ホームページに一定期間、配信講義

を掲載した特設ページを開設し、オンデマンド視聴により、各地域における関係教職員の資質

向上を支援する。（https://www.nise.go.jp/nc/） 

開設期間：令和３年２月上旬～３月１０日（水）（予定） 

     ＊準備が整い次第、繰り上げて、公開をご連絡する可能性があります。 

 

この他、受講者から質問等への対応をメールにて受け付ける。また、各障害に関する基礎的な内容

については、「NISE学びラボ」（http://www.nise.go.jp/nc/training_seminar/online）の活用を紹介する。 

https://www.nise.go.jp/nc/
http://www.nise.go.jp/nc/training_seminar/online

